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令和４年度事業報告

Ⅰ 研修・認定関係

１ 各認定薬剤師の認定状況

国民の健康に寄与するため、薬剤師が生涯にわたり研修を続け医療専門職としての職能を

維持向上させていくことが重要である。公益財団法人日本薬剤師研修センター（以下「研修

センター」という。）は、薬剤師の研修に対するモチベーションが維持でき、かつ国民にわ

かりやすい認定制度の運営に努めた。

また、薬剤師研修・認定電子システム（PECS）が令和４年４月１日より本稼働した。この

本稼働により、研修受講や認定などのほぼ全般に亙って電子的な処理が行われるようになっ

た。これにより受講者、認定者、研修実施機関等の利便性の向上が図られるとともに、不正

の防止にも資することができる。

なお、令和２年春に始まった新型コロナウイルス感染症は、収束までには至ってはいない

ものの、感染防止対策を講じることなどにより、かなりの数の研修会等が開催できるように

なった。

１）研修認定薬剤師

あらゆる職域における薬剤師の自己研鑽活動を支援するため、個々の薬剤師の研修実績を

認定するものである。

令和４年度の認定薬剤師証交付数は４２，５２８である。

薬剤師生涯学習達成度確認試験は令和４年７月３１日に行い、１７３名が受験し１０７名

が合格した（合格率６２％）。

２）漢方薬・生薬認定薬剤師

研修センターと日本生薬学会とが共同で、漢方薬・生薬に関する専門的知識を修得し、能

力と適性を備えた薬剤師を認定するものである。

令和４年度の漢方薬・生薬認定薬剤師証交付数は１，２３８である。

３）小児薬物療法認定薬剤師

研修センターと日本小児臨床薬理学会とが共同で、小児科領域において医薬品に関わる専

門的立場から医療チームの一員として小児薬物療法に参画するための能力と適性を備え、さ

らに患児とその保護者等に対しても適切な助言及び行動ができる薬剤師を養成し、認定する

ものである。

令和４年度の小児薬物療法認定薬剤師証交付数は３９９である。

２ 研修実施機関の登録と単位の交付

１）研修実施機関

研修センターの研修単位交付対象の研修を継続的に提供する機関（団体等）を研修実施機

関としており、申請に基づいて審査し、登録している。PECS本稼働後の研修実施機関の種類

は、集合研修実施機関、学術集会実施機関、e-ラーニング研修実施機関、ウエブ利用研修（集

合研修即時配信）実施機関及びウエブ利用研修（学術集会）実施機関の５つである。
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令和５年３月３１日現在で１，０１６団体を登録している。

２）研修単位の交付状況等

令和４年度の研修単位交付対象となる研修会等の開催件数は９，４６８である。

３）研修会開催支援

研修項目の充実を図るため、当該都道府県において開催が特に必要と考えられる内容の

研修会の開催を行おうとする都道府県薬剤師研修協議会に対して、申請をもとに審査のう

え、研修会開催経費の支援を行った。令和４年度は１２６件の支援を行った。

３ 研修センターにおける研修会等の開催

現在研修センターが自ら行っている研修会等は、集合研修及びe-ラーニング研修である。

１）病態・薬理シリーズ研修

医療薬学の最近の進歩にあわせ、疾患の病態については専門の医師が、疾患の薬物療法の

実際については専門の薬剤師が、各々講義することを基本に組み立てた研修会で、令和４年

度の座学研修は、一般社団法人日本臨床腫瘍薬学会の協力のもとに、「大腸がん」を東京会

場で開催し、１００名が参加した。

なお、この収録DVDはe-ラーニングに供した。また、既収録DVDを用いてe-ラーニングを行

った。

２）漢方薬・生薬領域の研修会

（１）認定取得のための講義研修

一般社団法人日本生薬学会と共同で、漢方薬・生薬認定薬剤師の認定を取得するために必

要な４７コマ（１コマ７０分）の講義を座学及びe-ラーニングにより行った。参加者数は座

学４４名（感染防止のため、募集定員を従来より削減）、e-ラーニング５００名であった。

（２）薬用植物園実習

認定取得又は更新の目的のために、薬用植物園実習を全国約５０施設のうち実施可能な施

設で実施した。

（３）認定更新のための研修

令和３年度の漢方薬・生薬研修会を認定更新者用にアレンジした講座を、e-ラーニングに

供し、参加者数は１，４０４名であった。

３）小児薬物療法認定薬剤師に係る研修会

（１）小児薬物療法研修

収録及び配信をラジオNIKKEIに委託し、e-ラーニングによる研修を実施した（令和４年４

月から１２月まで）。配信数は３６コマ（１コマ約１時間）で参加者数は２２８名であった。

（２）１日実務研修

認定要件である１日実務研修を４施設で実施し、８３名が修了した。

４）その他の研修会（健康サポート薬局研修）

公益社団法人日本薬剤師会と共同で健康サポート薬局研修に係る研修会を実施した。令和

５年３月３１日現在の有効な研修修了証発行数は１６，０９６である。

４ 薬剤師研修・認定電子システム（PECS）

令和元年度より構築を進め、令和３年３月に薬剤師の個人登録を開始した。引き続き、順
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次稼働し、令和４年４月１日に本稼働した。また、より利便性の高いものとなるよう本稼働

後もシステムの改良を進めている。

５ 委員会等の開催

各認定制度の円滑な運営を協議するため適宜委員会を開催した。

６ 広報

研修センターの広報は、①インターネットホームページ及び②毎月発行する「研修センタ

ーニュース」が主要な媒体であり、令和４年度も、その充実に努めた。

その他、日本薬剤師会雑誌など薬剤師の購読が多い雑誌にも掲載し、広報に努めている。

Ⅱ 出版・監修関係

書籍

薬剤師の研修に役立つ書籍を、出版社と協力して編集・発行しているが、令和４年度に新

たに編集したものはない。ただし、令和３年度に編集した次の書籍の販売を引き続き行った。

第十八改正日本薬局方医薬品情報 JP DI ２０２１（じほう発行）

Ⅲ 法人関係

１ 理事会、評議員会等

令和４年６月３日（金）に令和４年度第１回理事会を開催（ウエブ併用）し、令和３年度

事業報告、令和３年度決算などを審議した。また、代表理事及び業務執行理事の職務の執行

状況報告などを行った。

令和４年６月２１日（火）に令和３年度第１回評議員会を開催し、令和３年度決算を審議

し、評議員を選任した。また、令和３年度事業報告が報告された。

令和４年９月に、決議の省略の方式による臨時理事会を開催し、評議員候補者、理事候補

者及び監事候補者の選任などを行った。

令和４年９月に、決議の省略の方式による臨時評議員会を開催し、評議員、理事及び監事

の選任を行った。

令和５年３月２０日（月）に令和４年度第２回理事会を開催し、令和５年度事業計画、令

和５年度収支予算などを審議した。また、代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況報告

などを行った。

２ 賛助会員

令和５年３月３１日現在の賛助会員の状況は、賛助会員（個人）３０１名、特別賛助会員

（企業等）２８社（団体）である。



                                              （　）内の数字は令和３年度

Ⅰ　研修・認定関係

１　各認定薬剤師の認定状況等

（１）研修認定薬剤師

令和４年度認定薬剤師証交付数　　　　　　 42,528名 （ 24,564 名）

うち初回認定者　　　　　　　　　　　　　 12,253名 （ 11,077 名）

うち更新者　　　　　　　　　　　　　　 30,275名 （ 13,487 名）

第６回薬剤師生涯学習達成度確認試験 （受験者） 173名

（合格者） 107名

（２）漢方薬・生薬認定薬剤師

令和４年度漢方薬・生薬認定薬剤師証交付数　　　 1,238名 （ 878 名）

うち初回認定者　　　　　　　　　　　　　　 445名 （ 97 名）

うち更新者　　　　　　　　　　　　　　　　　 793名 （ 781 名）

（３）小児薬物療法認定薬剤師

令和４年度小児薬物療法認定薬剤師証交付数　　　 399名 （ 183 名）

うち初回認定者　　　　　　　　　　　　　　 248名 （ 38 名）

うち更新者　　　　　　　　　　　　　　　　　 151名 （ 145 名）

（４）薬剤師研修・認定電子システム（PECS）登録薬剤師数 167,044名 （ 130,019 名）

（令和５年３月３１日現在）

２　研修実施機関の登録と単位の交付

（１）研修実施機関

令和５年３月３１日現在の登録研修実施機関数（PECS） 1,016

　　　　　　　　　　　　　　　　　うち集合研修実施機関 869

うち学術集会実施機関 105

うちe-ラーニング研修実施機関 7

うちウエブ利用研修（集合研修即時配信）実施機関 604

うちウエブ利用研修（学術集会）実施機関 81

（２）研修会開催許可数

集合研修　　　　　　　　　　　　　　　　 4,522件

学術集会 67件

ウエブ利用研修（集合研修即時配信） 4,780件

ウエブ利用研修（学術集会） 86件

e-ラーニング研修 13件

３　研修会開催

１）座学（講義）形式による研修会

（１）病態・薬理シリーズ研修（東京）

大腸がん 100 名

（２）令和４年度漢方薬・生薬研修（東京） 44 名

２）ビデオ・オン・デマンド（VOD）研修

（１）病態・薬理シリーズ研修

①　国際感染症Ⅰ（平成３０年度後期収録） 62 名

②　国際感染症Ⅱ（令和元年度後期収録） 33 名

③　国際感染症Ⅲ（令和２年度後期収録） 41 名

④　高血圧症（令和３年度後期収録） 100 名

⑤　大腸がん（令和４年度前期収録）　　　　　 37 名

令和４年度事業報告附属明細書
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（２）薬剤師が知っておきたいバイオ医薬品の基礎知識（令和２年１月） 38 名

（３）薬剤疫学入門セミナー（令和２年１１月） 30 名

（４）医薬品医療機器法に基づく医薬品の安全対策（令和３年３月） 26 名

（５）医薬品の品質確保の基礎知識（令和３年１１月） 23 名

（６）薬剤師が実践するコンコーダンス・モデル（令和４年２月） 40 名

３）e-ラーニング

（１）病態・薬理シリーズ研修

①　国際感染症Ⅰ（平成３０年度後期収録） 277 名

②　国際感染症Ⅱ（令和元年度後期収録） 156 名

③　国際感染症Ⅲ（令和２年度後期収録） 206 名

④　高血圧症（令和３年度後期収録） 480 名

⑤　大腸がん（令和４年度前期収録）　　　　　 215 名

（２）薬剤師が知っておきたいバイオ医薬品の基礎知識（令和２年１月） 325 名

（３）薬剤疫学入門セミナー（令和２年１１月） 269 名

（４）医薬品医療機器法に基づく医薬品の安全対策（令和３年３月） 201 名

（５）医薬品の品質確保の基礎知識（令和３年１１月） 185 名

（６）薬剤師が実践するコンコーダンス・モデル（令和４年２月） 236 名

（７）漢方薬・生薬研修

①　漢方薬・生薬薬剤師講座２９（令和３年度の更新者向け版）　　 1,404 名

②　令和４年度漢方薬・生薬研修　　 　　　　 　　   　　　　　 500 名

（８）漢方薬・生薬認定薬剤師制度特別講義　(令和４年１１月）　　 　　　　 　　   　　　　　　　　　　　　

①生薬のフィールドワークよもやま話ー桂皮（シナモン）編ー 400 名

②漢方エキス製剤の製造管理・品質管理 307 名

③国内の薬用植物分布と薬用植物観察会 313 名

④天然物と抗がん剤の関わり 324 名

⑤農業に用いられる天然物 289 名

（９）小児薬物療法研修　　　 　　　　 　　   　　　　　　　　　　　　 228 名

４）実習研修

（１）薬用植物園実習（初回認定対象者を除く。）　　　　　　　　　　　　 125 名

実習実施施設：全国薬科大学、公的機関植物園、企業植物園など約５０か所

（２）小児薬物療法１日実務研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 83 名

研修受入施設登録数　　 4 施設

５）健康サポート薬局研修（修了証交付） 16,096 名

（令和５年３月３１日現在）

４　委員会

（１）研修認定制度委員会（開催なし）

（２）漢方薬・生薬研修委員会（５回：いずれもウエブ）

令和４年６月９日（木）

令和４年７月２９日（金）

令和４年９月２７日（火）

令和５年１月２７日（金）

令和５年３月２３日（木）
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（３）小児薬物療法研修委員会（１回：ウエブ)

令和５年２月２１日（火）小児薬物療法研修委員会試験問題作成委員会と合同

（４）小児薬物療法研修委員会試験問題作成委員会（１回：ウエブ）

令和５年２月２１日（火）小児薬物療法研修委員会と合同

（５）薬剤師生涯学習達成度確認試験運営協議会（１回：ウエブ）

令和４年９月９日（金）実務委員会と合同開催

（６）薬剤師生涯学習達成度確認試験実務委員会（１回：ウエブ）

令和４年９月９日（金）運営協議会と合同開催

５　広報

（１）「研修センターニュース」の発行（毎月約３，８００部）

（２）インターネットホームページによる事業の紹介

（３）メールマガジン配信（毎月約３５，０００件）

Ⅱ　出版・監修関係

　編集書籍（継続販売）

第十八改正日本薬局方医薬品情報 JP DI  ２０２１（令和３年６月編集（㈱じほう発行））

Ⅲ　法人関係

１　理事会、評議員会

（理事会）

令和４年６月３日(金)　令和４年度第１回理事会（ウエブ併用）

（１）令和３年度事業報告

（２）令和３年度決算

（３）薬剤師研修支援システム拡充費用積立預金に係る代表理事が定める令和３年度の

　積立額の確定

（４）委員会設置規程の一部改正について

（５）内閣府提出資料（事業報告等に係る提出書）

（６）評議員会の開催並びに評議員候補者の選任

（７）代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況（報告）

（８）認定薬剤師の認定状況について（報告）

令和４年９月　令和４年度臨時理事会（決議の省略方式による）

決議があったと見なされた日 令和４年９月８日（木）

（１）評議員候補者の選任

（２）理事候補者の選任

（３）監事候補者の選任

（４）名誉顧問の称号贈与

（５）育児・介護休業規程の一部改正

（６）決議の省略の方式による評議員への提案

令和５年３月２０日（月）　令和４年度第２回理事会（ウエブ併用）

（１）令和５年度事業計画

（２）令和５年度収支予算

（３）特定費用準備資金

（４）就業規則の一部改正

（５）職員給与規程の一部改正

（６）事務処理規則の一部改正

（７）会計処理規則の一部改正

（８）代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況（報告）

（９）認定薬剤師の認定状況等（報告）
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（評議員会）

令和４年６月２１日（火）　令和４年度第１回評議員会

（１）令和３年度決算

（２）評議員の選任

（３）令和３年度事業報告（報告）

（４）認定薬剤師の認定状況等（報告）

令和４年９月　令和４年度臨時評議員会（決議の省略方式による）

決議があったと見なされた日 令和４年９月２７日（火）

（１）評議員の選任

（２）理事の選任

（３）監事の選任

２　賛助会員

令和５年３月３１日現在

賛助会員（個人）　　　　 301名 (341 名）

特別賛助会員（企業等）　　 28 (31 団体）

特別賛助会員一覧（五十音順）

あすか製薬株式会社 大正製薬株式会社

アステラス製薬株式会社 田辺三菱製薬株式会社

イーエヌ大塚製薬株式会社 株式会社ツムラ

一般社団法人医薬総合研究会 一般財団法人日本医薬情報センター

株式会社MDPS 一般社団法人日本女性薬剤師会

大塚製薬株式会社 公益社団法人日本薬剤師会

クラフト株式会社 有限会社ビックロコ

クレコンリサーチアンドコンサルティング株式会社 株式会社ファーマシィ

興和株式会社 藤本製薬株式会社

小太郎漢方製薬株式会社 富士フィルム富山化学株式会社

佐藤製薬株式会社 学校法人北陸大学　薬学部

株式会社じほう 株式会社メディセオ

公益財団法人杉浦記念財団 株式会社薬事日報社

全薬工業株式会社 湧永製薬株式会社

団体
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